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日本から帰ってきてもう一週間たちました。本当に日本へ行ったのかな？と疑うほど時間が容赦なく経っていきます。今は日々繰り返すような授業に出たり、試験を受けたり、自習勉強したりしています。毎日普通すぎて、日本の地をこの足で確かに踏んだのか、ときどき疑われます。でも、日本で買ったお菓子を見るたびに「ああ、行ったね」と思わず噴き出します。今、ちゃんと振り返ってみれば、すごく楽しかった九日間でした。

１１月２日のお昼、飛行機が大阪関西国際空港に到着したあの瞬間、なんだか胸がわくわくしてきました。中国と全く違う雰囲気が漂うこの日本にやっと来ました。この気持ちは言葉で言い表せないほどの喜びです。空港を出たら迎えに来てくださった兵庫県立大学学生課の松下さんと会いました。私たち九人は三組でそれぞれ文正学院、蘇州大学、暨南大学を代表して、一緒にこのショートステイプログラムに参加したけれど、その前は全く顔を会わせなかった、赤の他人といえる関係です。だから最初、みんな照れくさくて、なかなか声をかける勇気すらなかったんです。しかし、ただ一緒に一日過ごしただけで、知らず知らずのうちに慣れなれしくなってきた。みんなで授業に出たり、三宮駅の近くでぶらぶらしたりしました。初めて訪ねた日本でこれほど気が合う仲間に出会ったことはこの旅の素晴らしさのひとつです。今ふり返れば、あの日々はキラキラでした。「旅は道連れ世は情け」ってこういうものですね。

日本での九日間に見聞きしたことは、口が塞がらぬほど不思議なことが数えきれないです。たとえば、年齢を問わず、みんなおしゃれ。また、夜になると、地下鉄の駅や道端まで人待ちする人が目を丸くするほど多いです。友達と熱中して話す人もいれば、一人で携帯をいじる人もいます。誰しも楽しそうな顔をしています。この場面は中国人である私から見れば、なんか腑に落ちないんです。日本で最もびっくりしたのは、寒い季節に子供まで薄着することです。私は特に寒さに弱いですから、どうにもこの点は理解できません。１１月７日、松田先生授業の討論会にもわたしは「天気がこんなに寒いのに、なぜ幼稚園の子供は短パンをはくんですか？」と質問をして、日本学生と話し合いました。「たぶん子供をより健康、丈夫に育てるために、わざと体に鍛えを与えるんです。」先生は答えてくれました。日本って本当に中国と違うなあってあらためて思われます。

日本の美術を感じさせるために、木下先生は私たちを京都へ連れて行ってくださいました。銀閣寺、金閣寺、清水寺、祇園、四つそれぞれ特色があるところへ見に行きました。金閣寺は豪華で、銀閣寺は素朴だけど趣がある。「清水の舞台から飛び降りる」ということわざに出てくる本物の「舞台」を見ると、さすがに思い切らせるほどの高さです。一日中京都を歩き回ったことによって思われるのは、さすがに日本の伝統美術を代表する奥深い都市、どこへ行っても、心を静まらせる、ってことです。

今振り返れば、一番印象深いのはホームステイです。私を招待いただいたのは、年を取っているけれど、心はまだ子供みたいな安藤さんです。私と夜遅くまで日本と中国の文化や関係などいろいろと話し合いました。安藤さんは、私みたいな若者が日中の架け橋となって、より多くの人に両国のよさを伝えることを心から望んでいらっしゃいます。私もこれからこの方向は進むように努力しようと強く思いました。

九日間は本当にあっという間でした。私たちが日本にいた短い間に兵庫県立大学の先生たちや学生さんたち、ホームステイの安藤さんにいろいろお世話になって、とてもいい思い出を作ることができました。本当にありがとうございました。神戸へ行ってよかった。
（国際合作交流処）
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